
SSH事業評価のための評価規準表（ルーブリック） 

 

 

 ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス 

(1)主体的・対話的
な学習活動を実
施している。 

□主体的・対話的な学
習活動を、年間に 1
回以上行うことがで
きた。 

□主体的・対話的な学
習活動を、学期に 1
回以上行うことがで
きた。 

□主体的・対話的な学
習活動を、1ヶ月に 1
回以上行うことがで
きた。 

(2)高大接続に係る
高度な内容を取
り扱っている。 

□高大接続に係る高度
な内容を、年間に 1
回以上取り扱うこと
ができた。 

□高大接続に係る高度
な内容を、学期に 1
回以上取り扱うこと
ができた。 

□高大接続に係る高度
な内容を、月に 1回
以上取り扱うことが
できた。 

(3)他の SSH 学校設
定科目と連携し
た単元を研究し
ている。 

□他の SSH学校設定科
目と連携した単元
を、年間に 1回以上
行うことができた。 

□他の SSH学校設定科
目と連携した単元
を、学期に 1回以上
行うことができた。 

□他の SSH学校設定科
目と連携した単元
を、月に 1回以上行
うことができた。 

(4)ルーブリックの
評価規準を、岡
高キー・コンピ
テンシーを評価
できるように作
成している。 

□ルーブリックの評価規
準を、年間に1回以
上、岡高キー・コンピ
テンシーを評価できる
ように作成することが
できた。 

□ルーブリックの評価規
準を、学期に1回以
上、岡高キー・コンピ
テンシーを評価できる
ように作成することが
できた。 

□ルーブリックの評価
規準を、月に 1回以
上、岡高キー・コン
ピテンシーを評価で
きるように作成する
ことができた。 

(5)ルーブリックの
評価基準が、サ
クセスクライテ
リアになってい
る。 

□ルーブリックの評価基
準を、年間に1回以
上、サクセスクライテ
リアにすることができ
た。 

□ルーブリックの評価基
準を、学期に1回以
上、サクセスクライテ
リアにすることができ
た。 

□ルーブリックの評価基
準を、月に1回以上、
サクセスクライテリア
にすることができた。 

(6)ポートフォリ
オ、ポスター、レ
ポートなどの成
果物を評価対象
としている。 

□ポートフォリオ、ポ
スター、レポートな
どの成果物を、年間
に 1回以上、評価対
象とすることができ
た。 

□ポートフォリオ、ポ
スター、レポートな
どの成果物を、学期
に 1回以上、評価対
象とすることができ
た。 

□ポートフォリオ、ポ
スター、レポートな
どの成果物を、月に
1回以上、評価対象
とすることができ
た。 

(7)探究 AKC で、生
徒全員が自ら研
究課題を設定し
ている。 

□探究 AKCで、50％以
上の生徒が自ら研究
課題を設定すること
ができた。 

□探究 AKCで、75％以
上の生徒が自ら研究
課題を設定すること
ができた。 

□探究 AKCで、生徒全
員が自ら研究課題を
設定することができ
た。 

(8)AKC 企画プロジ
ェクトを中心に、
全職員の協力体
制が確立してい
る。 

□AKC企画プロジェク
トの教員の協力体制
を確立することがで
きた。 

□AKC企画プロジェク
トを中心に、職員の
協力体制を確立する
ことができた。 

□AKC企画プロジェク
トを中心に、全職員
の協力体制を確立す
ることができた。 

(9)企業や市との連
携をより深めて
いる。 

□企業や市と連携した
事業を、年間に 1回
以上、実施すること
ができた。 

□企業や市と連携した
事業を、学期に 1回
以上、実施すること
ができた。 

□企業や市と連携した
事業を、月に 1回以
上、実施することが
できた。 


